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伝子を調べた。嗅上皮では、フグ毒の刺激により OR 嗅覚受容体 1 種が海水浸漬個体に比
べて発現が 1/4 に低下した。脳では、フグ毒の刺激により摂食亢進性神経ペプチドの受容体
1 種の発現が海水浸漬個体に比べて 1.5 倍増加し、摂食抑制性神経ペプチド 2 種の発現が
1/5-1/2 に低下したことから、トラフグ稚魚はフグ毒を感知すると食欲が促進されると考え
た。 











いて嗅上皮と脳からそれぞれ全 mRNA をシーケンスした後、目的遺伝子の mRNA のコピ
ー数を計数して比較し、フグ毒の蓄積により発現の変動する遺伝子を調べた。フグ毒の投




ンが分泌された可能性が高い（第 3 章）。 
 
以上より、トラフグ稚魚では、嗅覚器にフグ毒が直接作用して嗅覚受容体の発現パター
ンが再編成されることで、フグ毒を高感度で感知すると考えた。トラフグ稚魚はフグ毒を
感知すると食欲が促進されフグ毒の摂取を開始し、摂食抑制系が機能してもフグ毒を要求
し続け、脳内に直接作用して報酬系が活発化することから、フグは進化の過程でフグ毒を
報酬として認識することで、フグ毒を積極的に体内に取り込むようになったと考えた。 
 
